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１．研究計画の概要

注意欠陥/多動性障害（Attention Deficit/ 
Hyperactivity Disorder．以下ＡＤＨＤ）の
ある子どものなかには，漢字の書字行動の獲
得過程で，単調な繰り返しによる練習を拒否
する場合がある。本研究は，このようなＡＤ
ＨＤ児に対し個別式の「ｅ－支援」を利用し
た教材や指導法を開発し，書字行動の獲得を
阻害する要因の行動的翻訳の効果を明らか
にすることを企図している。

２．研究の進捗状況
研究代表者は，約 5 年間にわたるＡＤＨＤ

児への書字支援をとおし，書字行動の獲得期
に適切な指導を受けられなかった子どもが
多いことに気づいた。ＡＤＨＤ児の障害特性
や認知特性に応じた教材の開発が遅れてい
ること，指導者不在や指導提供の場がないこ
とがその主な理由である。このような問題の
解決には，それぞれのＡＤＨＤ児に応じた教
材を開発し，支援の期間や頻度のチャンスを
広げることが必要である。本研究では従来の
書取り練習とはまったく異なる教材や指導
法の開発と実現を指向していた。具体的には，
(1)ＡＤＨＤ児の書字行動の獲得における阻
害要因（障害特性や認知特性）を行動的翻訳
し，書字行動獲得のための教材を開発するこ
と，(2)その教材を提供するための指導法とし
て，ＡＤＨＤ児を対象とした個別式「ｅ－支
援」システムを開発すること，(3)「ｅ－支援」
の実践的研究から，教材開発に対する行動的
翻訳の効果と妥当性を検証することであっ
た。 
個別式「ｅ－支援」を実施するためには，

対象となる児童生徒の書字行動の獲得状況

やつまずき原因を個人ごとに明らかとする
必要がある。ＡＤＨＤのある子どもは学年の
ほかに障害の状況や個人の学習歴も異なる
ので，これを具体化するために教育相談への
参加者を募り調査を進めてきた。この教育相
談は研究実施計画に基づき実験参加者及び
家族の理解と同意を得るとともに，個人の情
報やプライバシーが流失しないよう，資料の
保存・管理はもちろん，実験に協力者として
参加した大学院生にも事前指導・事後指導を
十分に行って取り組んだ。これらの結果は雑
誌論文，学会報告，図書作成などにおいて個
人情報に十分留意しながら報告してきた。ま
た，教育相談の実施を通して，ＡＤＨＤのあ
る児童生徒が困難を示しやすい課題を明ら
かにすることができたため，書字行動の獲得
を阻害する認知要因の候補として指摘する
ことができた。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
＜理由＞
漢字の書字指導や読字指導のためのソフト
ウエアを個別式「ｅ－支援」システムで稼働
させるまでになっていきていること，個別式
「ｅ－支援」開発のために実験への協力依頼
をしている小中学生の参加希望者が順調に
増えていること，書字行動の獲得を阻害する
要因の行動的翻訳が試みられそれを分析的
に明らかにする準備まで進んできたこと，教
育相談における実態調査の段階で得られた
結果を国内外の学会，雑誌，図書等に発表す
ることができていることを理由としてあげ
ることができる。
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４．今後の研究の推進方策
(1)実験への参加希望者の実態に応じた「ｅ
－支援」をさらに運営できるように開発を継
続する。
(2)これまでの教育相談によるデータの集積
により得られた結果と今後予定している教
育相談の結果収集，文献研究，現職教員への
アンケート結果に基づきながら，書字行動の
獲得を阻害する認知要因の行動的翻訳を分
析的に試みる。
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